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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月18日(2012.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザスキャナー（１０）であって、
内部装置（１０）と外部装置（２３）の間で通信するためのインターフェース（２０）を
有し、前記インターフェース（２０）は、双方向データ転送用バスの２つのバスライン（
ＣＡＮＨ，ＣＡＮＬ）と、少なくとも第１の制御ライン（ＳＹＮＣ＿ＩＮ）とを有し、こ
れらのラインを利用して、前記外部装置（２３）から前記内部装置（１０）に制御信号を
送信することができ、前記レーザスキャナ（１０）は前記内部装置として設けられ、前記
インターフェースは前記内部装置（１０）に対応付けられるレーザスキャナ（１０）。
【請求項２】
　前記バスライン（ＣＡＮＨ，ＣＡＮＬ）は、ＣＡＮバスに属している、請求項１に記載
のレーザスキャナ。
【請求項３】
　第２の制御ライン（ＳＹＮＣ＿ＯＵＴ）が設けられ、前記第２の制御ラインを利用して
、前記内部装置（１０）から前記外部装置（２３）に制御信号を送信することができる、
先行する請求項のいずれかに記載のレーザスキャナ。
【請求項４】
　配設された前記制御ライン（ＳＹＮＣ＿ＩＮ，ＳＹＮＣ＿ＯＵＴ）は、単方向送信用と
して機能する、先行する請求項のいずれかに記載のレーザスキャナ。
【請求項５】
　前記内部装置（１０）は、前記第１の制御ライン（ＳＹＮＣ＿ＩＮ）を利用して送信さ
れた前記制御信号を、自身のデータストリーム内に取得して、前記データストリームと共
に保存する、先行する請求項のいずれかに記載のレーザスキャナ。
【請求項６】
　配設された制御ライン（ＳＹＮＣ＿ＩＮ，ＳＹＮＣ＿ＯＵＴ）の一方の上の制御信号に
は、前記２つのバスライン（ＣＡＮＨ，ＣＡＮＬ）上の識別シーケンスが割り当てられ、
前記識別シーケンスは、前記制御信号がどのイベントを表しているのかについての情報を
含み、前記識別シーケンスは、前記制御信号に対して時間的にオフセットされる、先行す
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る請求項のいずれかに記載のレーザスキャナ。
【請求項７】
　前記内部装置（１０）は、自身のデータストリーム内に、前記バスライン（ＣＡＮＨ，
ＣＡＮＬ）を用いて送信された前記識別シーケンスを取得して、前記データストリームと
共に保存する、請求項６に記載のレーザスキャナ。
【請求項８】
　制御信号と識別シーケンスの間の時間的割り当てを定義する動作モードは、バスライン
（ＣＡＮＨ，ＣＡＮＬ）を用いて送信される、先行する請求項のいずれかに記載のレーザ
スキャナ。
【請求項９】
　電源ライン（ＶＣＣ）かアース（ＧＮＤ）またはその両方が設けられる、先行する請求
項のいずれかに記載のレーザスキャナ。
【請求項１０】
　前記インターフェース（２０）が通信する対象である前記外部装置（２３）は、前記レ
ーザスキャナ（１０）として設けられる前記携帯型三次元測定器が取り付けられる台車（
２７）に対応付けられる、先行する請求項のいずれかに記載のレーザスキャナ。
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